


































ます.現 在活躍 している火山学者にとって,こ れだけ頻
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とがある.特 に,太 陽爆発 〔フレア)が 発生すると,放
射線の強度は数千倍にも達することがある.1991年3　Jl
のい:大フレアは放送衛星の太陽電池の発電能力を予想よ





































アイスラン ド ・オーロ ラ立体観測
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る と い う 問題 に 属 す る,通 常 のCTで は 多数 の投 影像 に
対 して,重 畳 積 分法 や フ ー リエ変 換 法 な どの 解 析 的 な 手
法 が 用 い られて い る が,オ ー ロ ラ観 測 の よ うな スケ ール
の 大 きい 対 象 に 対 して 多 くの 観測 点 を 配 置す る こ と は一
般 に容 易 で な い.こ の た め 代 数 的 方 法 の.・つ と して 適 当
な オ ー ロ ラ形状 モ デ ル を仮 定 し.そ の モ デ ル パ ラ メ ー タ
を非 線 形 最小 自 乗 法 に よ り推 定 す る 方 法 を採 って い る,
観 測点 間 の距 離 は ステ レオ の視 差 と して推 定 の 曖 昧 さ
即 ち推 定 残 差 の 画 像 濃 度 値 の 不確 か さに 対 す るマ ー ジ ン
に 関 係 す る.先 述 の ア ラ ス カ 大 の 観 測 で は10km,南極
で の 観 測 で は20-30kmとして い たが,高 度100km以上
に あ る オ ー ロ ラ につ いて は,そ の 位 置 お よ び広 が りに よ
る が,通 常 これ よ り長 い距 離 が 望 ま しい.こ の 点 か ら,
第32次隊 にお い て あ す か 基 地 周 辺 で の や や長 い 基 線 長で
の 観 測 が 計 画 され た が,極 域 で の この よ う な観 測 は種 々
の 困 難 を伴 う.こ の ため 北 極 側 の オ ー ロ ラ を含 め て さら
に その 可 能 性 を模 索 して いた と こ ろ.佐 藤 教 授 らの 計 ら
い で ア イ ス ラ ン ド共役 点 観 測 の.一環 に組 み 入 れ て い ただ
き,観 測 を行 え る運 び と な っ た,観 測 点 と して 既 設 の フ
サ フ ェ ル(64°40.4'N,21°01.5'W)とと も に も う1点
と して そ こか らほ ぼ 磁 気 子 午 面 に 沿 っ て約90km北 のエ
フ リ ・プ ル ン ナ(65°23.4'N,21e52.5'W)が,昨年 共
役 点観 測 で現 地 を訪 れ た 同教 授 とア イ ス ラ ン ド大学 のサ
エ ム ン ドソ ン教 授 の 尽 力 で選 ば れ た.
機器 の 調 達 そ の 他 に 極 地研 宮 岡助 手 らの 手 を煩 わ せ,
柿 岡 で の テ ス トな ど を経 て 昨 年ll月,江 尻 教授,小 野,
宮 岡 両 氏 と私 の4人 が ア イス ラ ン ドに 赴 い た.現 地 で は
フサ フ ェ ルの ヨハ ネ ソ ン氏 の 協 力 を得 な が ら2つ の 地 点
に 単 色 光ICCDカ メ ラ,バ ッ ク ア ッ プ 用 の ナ イ ト ビ
ュー ア,モ ニ タ用 の 全 天 カ メラ,フ ォ トメ ー タ等 を設置
し,ま た フ サ フェ ル に は 別 に2次 元 オ ー ロ ラ分 光 器 が お
か れ た.フ サ フェ ルに は 小 野,宮 岡 両氏 が,エ フ リプ ル
ンナ に は 江 尻 教授 と私 とい う体 制で11月27Hか ら12月13
日に わ た り,電 話 を通 信 の 手段 と してIlil期した ク イ ッ ク
ル ッ ク画 像 の 取 り込 み や情 報 交 換 を しな が ら,オ ー ロ ラ
立 体 観 測 を行 った.観 測 点 の エ フ リは 夏期 の ア イ スラ ン
ドで"農 場 で の 休 日"を 過 ご す た め の コテ ー ジで,海 を
遠 く に望 む山 裾 の 広 々 と した 牧 場 の 中 に 建 って お り,数
百mは なれ た と こ ろに あ る母 屋 まで 昼 と夕 方 食 事 に 通 い,
夜 遅 く も し くは明 け方 近 くまで 待機 す る とい う毎 日で あ
った.
この 期 間 の ア イ ス ラ ン ドは 例 年 に な く天 候 が 不 順 で,
フ サ フ ェ ル か ら の 連 絡 や 夜 のTVの 天 気 予 報 に 一 喜 一・
憂 しなが ら2地 点 が 同 時 に晴 れ る少 な い確 率 とオ ー ロ ラ
の出 現 に望 み を託 した が,幸 い な こ とに 天 候 の 合 間 を縫
っ て 主 に557,7nmの強 い アー ク や デ ィフ ユー ズ オ ー ロ
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エ フ リの 観 測 小 舎
つ か の 観 測例 を得 る こ とが 出 来 た.私 に と って は北 極 圏
に近 い ア イ ス ラ ン ドの雪 景色 の 中 で の 初 め てHに す る 神
秘 的 な オ ー ロ ラが と りわ け 印 象 的 で あ った,現 在 ク イ ッ
ク ル ック用 に持 ち帰 っ た デ ー タ を手 始 め と して 鋭 意 解 析
を行 っ て お り,こ の 貴重 な資 源 を も と に よ り酷 昼的 な 解
析 手 法 の 確 立 を目指 して研 究 を進 め て い る と こ ろ で あ る.
今 年 の 夏 スエ ー デ ンの キ ル ナ で 開 催f定 の 「光学 に よ
る 大 気 観 測 に 関 す る 欧 州 で の 年 次 会 合 」 で はAuroral
spectroscopy　and　tomogral)hyのセ ッ シ ョ ンが も う け ら
れ,ま た 同 じ キ ル ナ のfi'二宙 空 間物 理 研 究 所 で は200×
300kmの範 囲 に 無 人観 測 点 を 十 数 ヵ 所 配 置 す るALIS
(Auroru【　Large　lmaging　Syatem)の建設 も進 ん で お り,
今 後 こ の 方 面 の研 究 が よ り活 発 に行 わ れ よ う と して い る.
お わ りに,本 観 測 実 施 に ご 支援 い た だ い た極 地 研 平 沢
主 幹 は じめ 多 数 の 方 々 に深 く謝 意 を表 す もので あ る.
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そもそも 「赤いオーロラ」とは何か,現 象の定義をめ ぐ
って活発な意見が交わされた.
シンポジウム開催が,1月 下旬と大学の先生方にとっ
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海を脱出し海洋観測 を実施 しつつ北上 している.
スカーレン地質精査隊 に対す る支援風景
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month]y　C]irnatic　Data　for　Sapan(・se　i、ntarctic　Stntions.　)
平 均 気 温 〔Meantemp.)　〔℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temP.)〔 ℃)
平 均 気 圧 ・海 面 〔Mean　prc'ssure,　s aleveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 val)our　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度 〔Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速　 (Mean　w}nd　9.　pced)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分1}1坪均 〔Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min、　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)(m/:)
平 均 雲 量(Meanc]oud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Nllmber　of　clear　days)








































180° 北 極 海
北 極 と 南 極 は 同 じ極 域 で はあ る が,大 き く 異 な る様
相 を出 して い る.南 極 は 周 囲 を海 に 囲 まれ た 南 極 大陸
が 中 心 で,地 罫1!学的 な 極 点(9C〕°S)は,こ の ノ(陸上 に
あ る,北 極 の 中 心 は 陸 地 に 囲 ま れ た北 極 海 で,極 点
(90°N)もま た 海 上 に 位 置 す る.こ う した 両 地 域 の 対
照 的 な 海 陸 配 置 が,気 候 や 人 間 活動 に,ノ(き な差 を生
んで い る.
北 極 海 はユ ー ラ シア,北 ア メ リカ の 両 大 陸 に 囲 まれ,
面 積 は約1400万kmビ,全体 の40%は 深 さ500mまで の
浅 海 で あ る が 最 深 部 は5.000mに達 す る.南 極 大 陸 は
太 しド洋,大 西 洋,イ ン ド洋 の 三 大 洋 が ひ とつ に な る 海
域 で あ る南 大洋 に 囲 ま れ,周 辺 の 柳 水 を 含 め,　iiii積は
北 極 海 にほ"等 しい.他 の 大 陸 が 最 大で も幅200km足
らずの海峡で互に連なっているのに対 し,南極大陸は
もっとも近い南 アメリカ大陸 までが1000kmと,地球
ヒで唯 の 孤立 した大陸である.












南 極 大 陸
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